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 会長 福田 和子 
皆さんこんにちは！ 

会場にお越しの皆さん、
Zoom で参加の皆さん、ご
出席有難うございます。 
 先週の例会の出席率が
40％台になってしまい残
念です。ニコニコ寄付金
もそれにつれ少なくな
り、目標達成が厳しい状
況です。そんなお忙しい
中、例会の予定を入れ、
ニコニコにもご協力いた
だいた方、ロータリーを理解してくださり御礼申
し上げます。これからもせめて 60％台になるよ
う、会長としても楽しい例会を作るよう努めます
ので、ご協力をお願いします。 
 さて、今年度が始まってもうすぐ半年を迎えま
す。人と会う機会も少なく困難な時期でしたが、
これからは皆さんで会員増強に取り組んでいただ
きたいです。“皆さん”と言うと“誰か”やれ
ば、となってしまうので、各委員会から一人の紹
介をお願いします。 
 ところで、誕生祝いの図書カードですが、皆さ
んは活用されましたか。私は、プロゴルファーの
松山英樹の「彼方への挑戦」を読みました。４歳
からゴルフを始め、マスターズ優勝までのプロロ
ーグに感動を覚えました。テレビ中継ではわから
ないと思いますがアップダウンの激しく、しかも
絵画のように美しいゴルフ場、そこでの戦い。精
神面の強さ、自分自身に勝ったことの喜びがつづ
られていました。それは、日本人、アジア人の誇
るところです。 
 今、コロナ禍でも繁盛しているところは、ゴル
フ場です。予約を取るのが難しいところもありま
す。 
 私のゴルフの事をお話ししてよろしいですか。
始めたのは、テニスブームの時でした。テニスは
相手がいないとできませんが、ゴルフはゴルフ場
の会員になればできるので、最初から一人でコー
スに行きました。プロレッスンを受け、関東ゴル
フ連盟の競技場や世界各国の有名なゴルフ場を回

り、特にアメリカＰＧＡツアーのゴルフ場を数多
く回りました。10 日間のツアーでも一人で参加し
ました。すぐ友達になり、日本全国に友人が出来
ました。 
 関東予選を通過して、決勝大会で九州久留米を
訪れた時の話です。３日間の試合でしたが、２日
目の成績が悪く、最終日には出場できなくなり、
夜は一人酒かなと思っていました。そうしたら、
アメリカツアーでの友人二人が久留米まで駆けつ
けてくれました。店で嬉しくて話が弾んでいた
ら、カウンター隣の人に「明日、久留米 RC の例
会があるから」と誘われ、参加することになりま
した。卓話者がブリヂストン美術館の学芸員のか
たで、例会後、美術館に案内されました。そこ
で、伊藤若冲の絵を目にしました。ゴルフを通し
て、旅行・友人・ロータリー・絵画と、人生に広
く影響が有りました。 
 マスターズの創始者 ボビー・ジョーンズ いわ
く「人生の価値は、どれほどの財産を得たか、で
ない。何人の仲間を得たか、である」 ロータリ
ーもどれだけ多くの仲間、真の友人を得たかどう
かです。互いに楽しみましょう！ 
 
  
  
   
 【本日のリーダー】   
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■国際ロータリー第 2770 地区ロータリー財団 
 委員長／パストガバナー（2018-19） 
 中川 高志 様（大宮ＲＣ） 
■国際ロータリー第 2770 地区 ロータリー財団 
 部門委員長 藤村 作 様 （上尾ＲＣ） 
■2021 学年度米山記念奨学生  
グェンティガンさん 
      （Zoom 参加） 

    （ご紹介： 
     副会長 藤嶋 剛史） 

会 長 挨 拶 

お客様紹介、米山記念奨学生紹介

小沢隆  副会長 内山泰成 
 

ロータリーの目的・四つのテスト 
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委員長報告・派遣役員報告 
 
 

幹 事 報 告 
 
 

      
 
幹事 押野 一郎 
①11 月 14 日（日）地区大会、
大変お疲れ様でした。御礼とし
て扇子と羊羹が地区より届いて
おりますので、会員の皆様にお
配りします。 
②我が第三グループと第四グル
ープのインターシティミーティ
ング（IM）が、来年２月 16 日
（水）に開催されます。奮って
ご参加ください。詳細は、後日
再度ご連絡いたします。 
③来年６月４日（土）～８日（水）、ロータリー国際
大会が北米ヒューストンで開催されます。12 月 15 日
（水）までの申し込みについて、登録料は 475 ド
ル、それ以降来年の３月 31 日（木）までは 575 ドル
となっております。中止の場合の返金規定もあり。
登録希望の会員は個人からの申し込みとなります
（日本円送金可）。 
④事務局の冬休みは、12 月 27 日（月）～１月６日
（木）となっております。よろしくお願いします。 
 
 
 

■国際ロータリー第 2770 地区 
  ロータリー財団 部門委員長  
 藤村 作 様  
財団への寄付、いつもありがとう
ございます。上尾 RC は、大宮西
RC と同じく来年 60 周年を迎えま
す。上尾 RC の会員は今 35 人な
ので、会員増強についてヒントを
いただけたらと思っています。 

 
 
 
■親睦委員会 委員長 岡部 勉 
先週配布した 12/20（月）クリスマス
例会のお知らせ、一部訂正します。ご
家族様の会費を 10,000 円から 5000 円
に変更します。１名までのご参加でお
願いします。奮ってご参加ください。 

■青少年奉仕部門 
  部門委員長 横溝 一樹 
地区よりロータリー青少年指導者養成
プログラム（RYLA）のご案内です。
ロータリアン子弟及び関係者の 18 歳
から 35 歳を対象にした研修セミナー
で、３月から６月にわたる全４回のプ
ログラムとなります。本年度の合宿
は、５月下旬に宮古島にて行われる予

定となっております。次代のリーダー
育成に、是非お役立てください。 
■国際奉仕委員会 委員長 増永 裕樹 
ラオスのラオフレンズ小児病院への事
業が実行されました。顕微鏡は、貧
血・白血病などの診断に使われます。
来年２月に赤尾さんを例会に招いて、

現地と Zoom でつないで
のご報告の卓話を予定しています。 
■女子部会  佐藤 淳也  
本日 11 月 29 日（月）朝６：30 から大
宮駅西口の清掃活動をしました。福田
会長はじめ、米山奨学生ガンちゃんも
含め 12 名の参加でした。タバコの吸

い殻、空缶、ファー
ストフードのパック
など、袋にいっぱい
のゴミを回収しまし
た。寒さ厳しき折で
はありましたが、気
持ちの良い朝となり
ました。ソニックシ
ティ 中嶋会員に回収
をお願いしました。 
 

 

 
■ポール・ハリス・フェロー（PHF） 
 （認証状と襟ピン） 
小林 又次郎、配島 信恵、山本 教雄、田村 慶太、
星野 良江、土屋 隆弘、菊池 裕一、十文字 裕司、
大千里 佳子、岩﨑 伸丈、三浦 隆一 各会員 

■マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
 （MPHF） 
●マルチプル１…襟ピン（サファイヤ１粒） 
島村 まり子、円谷 友香、榎本 貞寿、藤嶋 剛史、
井上 勝美、永井 伸剛 各会員 

●マルチプル２…襟ピン（サファイヤ２粒） 
 小島 徹 会員 
●マルチプル３…襟ピン（サファイヤ３粒） 
 石川 博康 会員 
●マルチプル６… 
 襟ピン（ルビー１粒） 
 大熊 雄喜 会員 
●マルチプル８… 
 襟ピン（ルビー３粒） 
 木本 栄一 会員  
■メジャードナー（ＭＤ）… 
 襟ピンとペンダント 
 （クリスタルはご辞退） 
 木本 栄一 会員 
  
 

 

 
 

            
 
                     国際ロータリー第 2770 地区 
           ロータリー財団委員長       
             中川 高志 様 

 
          ●卓話者ご紹介  
            財団支援部門  
            部門委員長 竹内 雅人 
               
 
 
 

お客様ご挨拶 
 

ロータリー財団寄付者 表彰 

※ 国際ロータリー第 2770 地区 

ロータリー財団委員長 中川 高志 様に 

プレゼンターをお願いしました。 

 

 

 

 

卓   話 
 

財団の知識としてこの方 
に勝るかたはいないです。 
本日は重要なことをお話い
ただきます。 



 

ロータリー財団の基礎知識 
１.ロータリー財団（TRF）とは 
２.シェアシステムについて 
３.測定可能、持続可能性とはどういうことか…次回に 
４.TRF の収支について…次回に 
 
ロータリー財団（TRF=TheRotaryFoundation）とは 
地元での社会奉仕活動からグローバルな取り組みま
で、ロータリー財団は人道的プロジェクトへの補助金
や奨学金を提供しています。 
創立以来 100 年間、私たちの財団は、教育の支援や持
続可能な成果を生み出すプロジェクトに、総額 30 億ド
ルの資金を提供してきました。 
 
「標語」世界で良いことをしよう 
（Doing good in the world） 
保健の改善、教育への支援、貧困の救済という共通の
使命をもつロータリアンが主体となり、草の根の活動
と、他団体との国際的なパートナーシップ（例：ビル
ゲイツ ポリオに関して）を通じて、世界に持続可能
な影響をもたらしています。 
 
ロータリー財団の創始者 アーチ・クランフ 
1917 年、ロータリーに財団があって寄付を管理できた
らいいなとつぶやく→財団のはじまり 
ポール・ハリスへの追悼 130 万ドル →  
財団が名実ともに動き出しました。 
 
国際ロータリーとロータリー財団の使命  
（ロータリーと財団は表裏一体） 
《国際ロータリーの使命》コアバリュー（中核的価値
観）は、世界平和 
他者に奉仕し、高潔性を推進し、事業と専門職務およ
び地域社会のリーダーの間の親睦を通じて世界理解、
親善、平和を推進することです。 
《財団の使命》 
ロータリアンが、人びとの健康状態を改善し、質の高
い教育を提供し、環境保全（今年から）に取り組み、
貧困をなくすことを通じて、世界理解、親善、平和を
構築できるよう支援することです。 
 
ロータリー財団の定義 
ロータリー財団は、ロータリークラブおよび地区を通
じて実施される、承認された人道的および教育的活動
の支援のために寄付を受け付け、資金を分配する。 
 
寄付の種類について 
●恒久基金寄付…ベネファクター 
将来のロータリー財団プログラムを確保するための寄
付 
財団の未来を支える 
●年次寄付…一人 200 ドルが目標（2770 地区） 
ロータリー財団の補助金とプログラムの主な資金源 
財団の今を支える 
●ポリオ・プラス寄付（特別な寄付）… 
一人 50 ドルが目標（2770 地区） 
ポリオ根絶活動のための資金源 
 
財団部門で寄付を担う委員会 
●資金推進委員会 
１.年次寄付、恒久寄付を会員に募る 
２.寄付への理解を深めるための情報を提供 
●ポリオ・プラス委員会 
１.RI の最重要課題であるポリオ根絶活動について理解
を深め、寄付への協力をお願いする  
２.ポリオ根絶活動のアドボカシー 
３.募金活動の促進 
 
寄付者の認証（アワード 感謝の気持ち） 
・「財団の友」会員 
・ベネファクター 1,000 ドル 
・ポール・ハリス・フェロー 年次寄付が 1,000 ドル 
・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
 （ポ－ル・ハリス・フェローを繰り返し） 

・ポール・ハリス・ソサエティ・メンバー  
（毎年 1,000 ドル寄付を約束） 
・メジャードナー  10,000 ドル 
・アーチ・クランフ・ソサエティ  
 25 万ドル以上を寄付（地区に６人） 
 
ロータリー財団のプログラム（資金の使い方） 
１.教育的プログラム 
２.人道的補助金プログラム 
３.特別プログラム…ポリオ・プラス、平和フェロー 
 
プログラム担当委員会 
１.補助金・VTT 委員会…グローバル補助金申請 
２.地区補助金委員会…配分の管理 
３.財団奨学・平和フェロー・学友委員会…奨学生に 
 
資金の配分 
シェアシステムと DDF 
ロータリー財団へのご寄付は、シェアシステムと呼ば
れる仕組みを通じて、人道的プロジェクト、奨学金、
職業研修チームの活動を支える補助金に生まれ変わり
ます。 
地区内のクラブからの年次基金（シェア）へのご寄付
は、ロータリー年度末に、国際財団活動資金（WF）と
地区財団活動資金（DDF）に分けられます。 
地区は、寄付の 3 年後にこの DDF をクラブや地区、ま
たは財団のプロジェクトのために活用できます。 
DDF の半分までを地区補助金として使用でき、残りが
グローバル補助金で申請、ポリオ・プラスやロータリ
ー平和センターの支援、ほかの地区への寄贈のために
使うことができます。 
 
DDF…３年後に戻ってくる、約束された地区の資金 
 
シェアシステムによる寄付金の流れ 
①年次寄付は、シェアシステムという仕組みにより
「国際財団活動資金（WF)」と「地区財団活動資金
（DDF）」に、1：1 に分けられます。 
②３年間の運用ののち、運用利子も含め DDF は地区に
配分されます。 
③DDF の半分までを地区補助金として、残りをグロー
バル補助金として地区で使うことができます。 
④WF は世界の最優先課題に取り組む活動資金となり
ます。グローバル補助金事業の上乗せ金等に用いられ
ます。 
 
シェアシステム 
（2013 年から） 
 
地区補助金の活動 
地区やクラブの幅
広いプロジェクト
や活動に活用でき
ます。 
・ロータリアンの積極的な参加を促す 
・資金管理の方針を順守する 
・文化に適した活動を実施 
・財団の使命に一致 
・比較的小規模なプロジェクト 
・年度内に終結するプロジェクト 
地区がまとめて申請し、クラブに配分します。 
 
グローバル補助金の活動  
大規模（合計予算 30,000 ドル以上）・長期のプロジェク
ト  
・持続可能・測定可能な成果をもたらす  
・７つの重点分野に該当する活動  
・海外のクラブや地区と協力  
・ＷＦ（国際財団活動資金）からの上乗せ （80％） 
・通年を通じ随時申請ができる 
プロジェクト別に個々のクラブ、地区が TRF に申請し
ます。審査があります。但し 2770 地区では、TRF への
申請前に財団部門の承認が必要となります。 
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